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研究成果の概要（和文）：3Dプリンターをはじめとするデジタルファブリケーション環境を活用した看護介護用
具・用品の試作と評価を通じて、デジタルファブリケーションで製作した用具・用品がケアの現場で活用可能で
あることを明らかにした。また、安全性を評価するための項目の整備を通じて、使用方法を正しく伝えるための
ツールの必要性が明らかにし、Webサービスとして実現した。さらに、臨床ニーズと製作者をつなぐためのサー
ビスモデル、および臨床ニーズと製作者をつなぐ役割を持つ看護師「Fabナース」育成のためのトレーニングプ
ログラムを開発し、看護師が看護介護の用具・用品開発に必要となる基礎的なスキルを習得可能であることをあ
きらかにした。

研究成果の概要（英文）：Through prototyping and evaluation of nursing care tools that utilize a 
digital fabrication environment such as a 3D printer, it was clarified that tools manufactured by 
digital fabrication can be used in the field of care. In addition, through the development of items 
for evaluating safety, the need for tools to correctly convey the usage method was clarified, and 
this was achieved as a web system. We also have developed a service model for connecting clinical 
needs and producers, and a training program for fostering a nurse "Fab nurse" who has a role to 
connect clinical needs and producers. It was made clear that the basic skills necessary for 
development can be acquired for nurses through this training program.

研究分野：健康情報学

キーワード： 看護　デジタルファブリケーション　ものづくり　看護教育　安全性

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって、看護におけるデジタルファブリケーションの活用可能性が明らかになった。また、デジタルフ
ァブリケーション環境を活用した看護用具・用品の安全性に関する知見をたことで、安全にものを作って提供す
るための情報提供環境を構築することができた。さらに用具・用品の提供のためのサービスモデルおよび看護介
護現場と用具・用品の製作者をつなぐ看護師(Fab ナース)の養成のためのトレーニングプログラムの開発を通じ
て、看護師が新しいスキルを得て看護を発展させていくキャリア開発デザインの可能性が示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通）	
１．研究開始当初の背景 
 
 デジタルファブリケーション環境が一般化したことにより、医療分野でも応用事例が見られるように
なった。一方で、 看護分野では、デジタルファブリケーション環境を活用した取り組みは、
国内はもとより海外に於いてもまだほとんど見られていない状況であった。患者のケアに
携わる看護師によって、現場ではさまざまな改善や工夫が行われているが、これらの工夫は
成果としてその用具が紹介される機会はあるものの、多くのケースが「その場限り」のもの
であり、製作プロセスについては未だ研究として体系化されていない。また、製作の方法や使い
方等のノウハウが広く共有されているケースは少ない。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、看護介護の現場で行われている様々な工夫を、デジタルファブリケーション環

境によって実現し、ケアの質の改善につながる看護介護用具・用品を製作し、そのノウハウを必要

とする人と共有していくというプロセスを確立することである。具体的には、下記の項目について検

討を行った。 

(1) 看護介護の現場での工夫の抽出とデジタルファブリケーション環境を用いた看護介護用具・用

品の試作 

病院や介護施設、訪問看護ステーションから、看護介護現場の工夫についてのエピソードを

収集し、そこから抽出したニーズに基づく看護介護用具・用品を試作する。 

(2) デジタルファブリケーション環境を用いた看護介護用具・用品の試作と機能評価 

試作した看護用具・用品が現場で安全かつ有効に使えるものであるかの検討を行うため、安

全性や強度に関する評価を行う。また、実際の看護の現場で試用することで、その有用性を評

価する。 

(3) 現場のニーズに基づいた看護介護用具・用品製作プロセス開発および人材育成 

看護の現場のニーズから実際の看護介護用具・用品の製作の間には、要求仕様の確定、モ

デリング、試作品評価などの様々なプロセスが存在する。この一連のプロセスを確立し、3D プ

リントによって作られた看護用具・用品をそれを必要とする人に届けるためのサービスモデルと、

看護介護現場のニーズと用具・用品の製作者を仲介するスキルを持つ看護師の育成プログラ

ムを開発する。 

 
３．研究の方法 
	
	 本研究では、3Dプリンターをはじめとするデジタルファブリケーション環境による看護
用具・用品製作の有効性を評価するため、1)デジタルファブリケーション環境の整備、2)病
院・介護施設とのワークショップによる看護用具・用品ニーズの抽出、3) ニーズに基づい
た看護用具・用品の試作と機能評価、4) デジタルファブリケーション関連企業との継続的
な検討による看護用具・用品の製作・提供プロセスの検討および人材育成プログラムの検討、
を行った。これらの研究成果を統合することで、a) 看護におけるデジタルファブリケーションの
活用可能性を明らかにし、b) デジタルファブリケーション環境を活用した看護用具・用品の安全性
を評価し、また、c) デジタルファブリケーション環境を活用した看護用具・用品の製作サービスモ
デルおよび人材育成プログラムの構築を実現した。	
	
４．研究成果	
	
(1)	医療現場との継続的なワークショップを行い、現場のニーズに基づいた看護介護用具・
用品の試作を行った（図 1）。11 種類の看護介護用品・用具を作製し、医療・介護現場での
試用を行った。うち、10 種類の試作品について、医療・介護現場で継続的に使用したいと
いう評価を得られた。現在、10 種類のうち継続的に低コストで作成が可能な 5 種類につい
て実際に医療介護施設で使用を開始しており、1 種類については今後導入予定である。この
ことから、デジタルファブリケーションを用いることで現場のニーズに合った看護介護用
品が作製できる可能性が明らかになった。	



 
図 1	 作成した看護介護用品・用具の例 
	
(2)	 作製した看護介護用品・用具が安全に使用できるかについての検討を行った。3D プリ
ント品の安全性を評価するための項目として、素材、加工、強度評価の 3 点が重要となるこ
とが明らかになった。素材、加工、強度評価を行うに当たっては、その用具・用品がどのよ
うな用途に用いられるかを検討する必要がある。そこで、スポルディングの分類を用いて、
クリティカル・セミクリティカル・ノンクリティカルの用途について、3D プリンターで通
常用いられる素材がそれぞれの分類で必要とされる消毒・滅菌方法に適合するかどうかの
検討を行った。その結果、素材の耐薬品性や耐熱性を熟知した上での素材選択が重要となる
ことがわかった。これらの検討結果は、「3D プリント品の安全性の看護分野へのローカライ
ズの取り組み」として、ドキュメントをまとめて Web サイトで公開している
(https://github.com/JunkyInc/FabSafety_Medical)（図 2）。強度評価については、作製す
る用具・用品と似た用途を持つ製品の JIS 規格に記載されている試験方法を用いる方式を
提案した。3D プリント製品は加工（印刷）の方法によって強度に差が出るため、印刷時の
パラメータの設定を共有するためのサイトを開設した。また、用具・用品の製作者が製造物
責任法（PL 法）上の責任を全うするためには、使用方法や注意事項に関しての情報を製作
者から臨床での使用者に正しく伝えるためのツールが必要であることを明らかにし、医療
機器以外の「雑品」として取り扱われる看護介護用品・用具を 3D プリントによって作製す
る際に、使用者に渡す取扱説明書を簡易的に作製できる Web システムを構築した（図 3）。
このシステムでは、スポルディングの分類と素材の特性にもとづき、可能となる消毒・滅菌
方法を提示し、また、用具・用品の性質上起こりえるインシデント・アクシデントに対して
選択式で回答することにより、使用上の注意と使用前後の点検項目に必要となる注意事項
が提示される。このシステムによって、使用者に対して使用方法と注意事項に関する一定の
質の情報を提供することが可能となった。	

	

図 2 3D プリント品の案税制の看護分野へのロ
ーカライズの取り組み	

図 3	 3D プリント説明用文書作成シ
ステム 



	
	
(3)	 デジタルファブリケーション関連の複数の企業と共に、製作者と臨床ニーズをつなぐ仕
組みおよび開発された用具・用品を一人一人の環境に合わせてカスタマイズしたものを発注・生
産・配送できる仕組みに関する継続的な検討を行った。オンリーワンのニーズからプロトタイピング
型ケア用品を創り出すフェーズ 1 と、カスタマイズ・パーソナライズされたケア用品を安定的に提供
するフェーズ 2 の２つのサービスモデルを構築した。また、フェーズ 2 実証実験を行い、サービスモ
デルの運用可能性と課題を明らかにした。さらに、臨床ニーズと製作者をつなぐ役割を持つ看護
師「Fab ナース」育成のためのトレーニングプログラムを開発し、評価を行った。トレーニングプログ
ラムは、「アイデアを形にする」「形を 3D データとして表現する」「臨床現場で使える性能について
検討する」の３つのテーマから構成され、3 日間のワークショップとして実装された。実証実験では、
6 名の臨床看護師がワークショップを受講した。ワークショップ参加前後のアンケート調査により、ワ
ークショップ参加者が、看護介護のニーズをモノを創ることで解決するというアイデアが獲得できた、
看護介護のニーズをモノとして表現するためのスキルが獲得できた、試作品がニーズにマッチして
いるかを評価するスキルが獲得できたと自己評価していることが明らかになった。 
 

	

本研究によって、看護におけるデジタルファブリケーションの活用可能性が明らかになった。また、

デジタルファブリケーション環境を活用した看護用具・用品の安全性に関する知見を得たことで、

安全にものを作って提供するための情報提供環境を構築することができた。さらに用具・用品の提

供のためのサービスモデルおよび看護介護現場と用具・用品の製作者をつなぐ看護師(Fab ナー

ス)の養成のためのトレーニングプログラムの開発を通じて、看護師が新しいスキルを得て看護を発

展させていくキャリア開発デザインの可能性が示された。 

	

図 4	 看護のものづくりワークショップ 
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